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（c）　外部消毒及び順化

　（1）　外部消毒

　　　　止水状態で10ppm塩酸ク白・テトラサイクリン水溶液で24

　　　　時間薬浴を行った。

　（2）　願　　化

　　　　25℃　x　14　日’閻

〔d）溶解法（分散剤及び分散法）

　　　51（b）に同じ

（e）試験温度　　25±1℃

（f）水槽中の溶存酸素量　図一14及び15参照
　　　　．∫’
（g）水．槽濃度

　　設定理由

　　　精度よく定量できる濃度は、約1ppm（図一4参照）である。

　　　水分析時の前処理操作において佃0倍濃縮して回収率が90

　　　％であり、水槽濃度の低下を20％と見込み、第2濃度区の

　　　水槽濃度を0．01’5ppmと設定した。

　　　第1一’濃度区は第2濃度区の10倍に設定した。

　　　　（計算式）　第2濃度区の水槽濃度は

　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　≒0．015　ppm　になる
　　　　　　　　90　　　100－20

　　　　100x－x　　　　　　　100　　　100

設定値（単位ppbW／V）

［
－
i

1第1濃度区

塵爾

　　　　■1分散剤
供試

150 750

15 フ5

実測値

　表一1 濃縮倍率を求めるための平均濃度（単位ppb　W／V）
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　（昇）

分析条件

使用分析機器及び条件

　装置ガスクロマトグラフ型一日立163
　カ　　ラ　　ム　　　5多サ』モン1000／クロモソルフW　AW　DMG　S

　　　　　　　　2mX2mmφガラ．ス

　カラム温度　　80℃

　キャリアガス　　　N2

　検　出　器　　F　I　D

（b）　標準溶液の調製法

　　　供試物質を二硫化炭素に溶解して所定濃度の標準溶液を

　　　調製した。



（c）　分析試料の前処理

　（1）　魚体

　　　　　　　遷．劃

　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　・体重，体長測定
　　　　　　　　　　　　　　　　　口
　　　　　　　　　　　・細片化
　　　　　　　　　　ド
　　　　　　　　　　瀦lll認＿／・2回

　　　　　　　　　　ヨ
＝＿』＿＿　＿上＿＿

塵」一匡鎚1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！←脱塩水　300ml
　　　　　　　　　　l一塩化ナトリウム59

　　　　　　　　　　慶佃〇一／・颯

　　　　　　　　　　円
　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　へ　　　　　　　　　　じ
墜」童」i二硫化炭素劇

　　　　　　　　　　1．醜

　　　　　　　　　　ト
　　　　　　　　　　1・定容　10m1
　　　　　　　　　　き
　　　　　　　　　　1・分取8皿1

　　　　　　　　　　1・カラムクロマトグラフ法

　　　　　　　　　　｛
　　　　　　　！溶出画分1

　　　　　　　　　　旨濃縮

　　　　　　　　　　1・定容　10m1（二硫化炭素）

　　　　　　　ヂーL＝＿＿ri

　　　　　　　l．曾．瞳慰

　カラムクロマトグラフの条件

　　クロマト管　　20mmφガラス製

　　充てん剤　　5％含水シリカグル10g（和光製）

　　　　　　　　　〔二硫化炭素で充てん）

　　分画法：第1画分　二硫化炭素　　60ml

　　　　供試物質は第1画分に溶出する。

（2）　試験水

　　　　　　i試験水t

　　　　　　　　　i　　　　　　第1濃度区　第2濃度区
　　　　　　　　　ユ　　　　　　　　　i・採水　　　　　　100m1　1000m！
　　　　　　　　　↓
　　　　　　　　　1←塩化ナトリウム　　　509　　　300g
　　　　　　　　　セ
　　　　　　　　　に1野50耐100叫｝・・回

　4＿　　　1
L水層口二錐炭素層t

　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　1’飾

　　　　　　　　　：・定容　10ml（二硫化炭素）
　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　ヒ
　　　　　　　一＿　　　　　　　／GC試料il
　　　　　　　！L嬰L」1



4．試験結果

4．1　供試魚の状態

　　　外観観察結果

　　　　正　常

4、2　濃縮度試験の結果

　　　　　表ヤ2　供試物質の濃縮倍率
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なお・試験結果の表示について濃縮倍率と定量精度の関係は次の通りである。

　　　　　　　1魚体中濃度（ppm）1 壁、整 計算み法（ppm）

精度よく定量

一できる簗囲

0．46
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A．精度よく定量できる濃度＝　1・O

B．検出限界の濃度（S／N＝2）：・0．05

C．回　 収　率　 ：　90．55

D．魚体重：50．Og
E．最終液量　：　10ml

F．分取比：髪
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ppm　　（図一4参照）

ppm　（図一4参照）

以 上




